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《 校 長 挨 拶 》 （一部抜粋） 

70 年前を振り返ってみますと、昭和 22 年、太平洋戦争が終わ 

り、6･3 制の義務教育が確立され、尼崎市内にも 7 校の中学校が 

新設されましたが、塚口地区には設立されず、塚口地区の生徒た 

ちは武庫中学校に通うことになりました。しかし、子どもたちが 

武庫中学校まで徒歩で行くのには遠すぎるし、電車に乗るのもか 

わいそうだということで、当時の保護者や地域の人たちが立ち上 

がり、尼崎市に掛け合い、塚口小学校を間借りして「武庫中学校 

塚口分校」が発足しました。先生 4 人、1 年生 3 クラスの 130 人 

でのスタートです。職員室は階段の踊り場横の物置部屋で、小学 

校と同じチャイムを鳴らせないので豆腐屋の鐘をガランガランと鳴らしていました。また、音楽室は長イスしかないので、床にひ

ざをついて、イスにノートを置き、机代わりにして授業を受けていました。物がなく共同生活を大切にしなければ生きていけない

時代でしたが、心は豊かであり、友だちとの友情や先生との心の交流がいっぱいあった時代でした。 

それから 2 年がたち 1 期生が卒業する年になるのですが、武庫中学校の分校ではなく塚口中学校として卒業させてやりたいという

願いで、独立運動が燃え上がりました。独立の条件は、新しい校舎の敷地確保と建設資金の調達でした。このときも保護者や地域

の人たちが立ち上がり、敷地は戦時中の敵爆撃機を撃ち落す高射砲陣地跡を確保し、建設資金も建築助成会を作り、バザーや映画

会などで資金調達を行いました。その結果、地元待望の「尼崎市立塚口中学校」が誕生しました。それは 1 期生卒業式の 3 日前でし

た。「自分たちの学校」である新設校舎が完成したのは昭和 26 年の夏でしたが、落成式の際に当時の育友会長は「学校の柱 1 本 1

本、カワラ 1 枚 1 枚に地区の人たちの血と汗がにじみ出た学校です」と挨拶されました。 

その後、著しい経済成長、生徒数の急増、教育内容の改革、校区の変更等の変遷をたどるなか、創立当時の理想を受け継ぎ、輝

かしい伝統を築くとともに、第 1 回卒業生以来 2万 1千余名の優秀な人材を世に送り、現在 640名を越す在校生が母校の校風顕揚に

努力を重ねております。 （中略） 私たち教職員はこの記念すべき時にあたり、心を新たにし、地域ぐるみで築き上げていただ

いた歴史の上に、新しい時代の教育の場にふさわしい学校づくりに努め、日本の将来の担い手となる生徒たちを心豊かに健やかに

育み、世界を拓くたくましい人間づくりに一層努力をする所存であります。 

《 生徒会長挨拶 》 （一部抜粋） 

今年の塚口中学校の年間方針は 

「Next Innovation ～次なる革命～」です。 

これは、70周年という記念の年に塚口中学校を私たちの手で 

さらに良くし、後輩たちにつなげていこうという想いを込め、 

掲げました。塚口中学校を発展させ、地域の方からもお褒めの 

言葉をいただけるような学校づくりをめざしていきます。 

30 年後、塚口中学校は 100周年を迎えます。私たちは 45 歳で 

す。親になり子どももいるかもしれません。「自分の子どもを通 

わせるなら塚口中学校」と胸を張っていえるような学校になっ 

ているでしょうか。30 年という月日が、どのような変化をもた 

らすのか私にはわかりません。ですが、よりすてきな学校にな 

るよう、私たちが今できることは、伝統を守りながら、新しい 

ことにチャレンジすることです。 

これからも多くの人から愛されるような学校になっていく 

ことを願っています。 

              生徒会長 三木 春奈（3-1） 

 
 
 

 
 
  

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 
＜ 校 訓 ＞ 

自 主 自 立 

友 愛 慈 恕 

共 汗 共 生 

＜入　選＞ 藤田潮央(2-2) 下地芽希(1-1)

淺川啓大(2-3) 田中優香(1-2)

鳥居未来(2-4) 大森葉月(1-5)

中村野乃夏(2-4) 鈴木琴音(1-6)

青木桜子(2-5)

読 書 感 想 文 コ ン ク ー ル

兵庫県納税貯蓄組合総連合会　会長賞

梅津　夢乃(3-1) 「祖母の手術で気付かされたこと」

尼崎市租税教育推進協議会　会長賞

前田　弥桜(3-5) 「伝えていく税」

尼崎納税貯蓄組合連合会　会長賞

本田ﾙｰｶｽ剛史(3-1) 「国を良くする税金」

中学生・高校生の「 税 の 作 文 」

尼崎市推進委員長賞　中学校の部　金賞

西山　舞  (3-2) 「犯罪を減らすために」

「社会を明るくする運動」作文コンクール

男  子  団  体 第１位

男子個人総合 第１位 生田秀悟(2-3)

男子個人総合 第４位 宮下太陽(1-2)

　種目別  鉄棒 第１位 生田秀悟(2-3)

　種目別  鉄棒 第３位 宮下太陽(1-2)

　種目別  跳馬 第２位 宮下太陽(1-2)

兵庫県 中学校 新人体操競技大会

中  学 男  子  　 優　勝 森田愛斗(2-5)

 １･２年の部　第３位 上橋勘弥(2-5)

中  学 女  子  　 準優勝 亀山乙葉(2-4)

 １･２年の部　第３位 河野麗月(2-3)

日本拳法 孝徳会選手権大会

【剣道部】

団体 <女子2回戦>

槇野 竣介(2-1)

山田 海虹(2-3)

藤田 潮央(2-2)

【女子テニス部】

団体 ＜ 2回戦 ＞

第 ５ 位

ベスト32

2回戦敗退

2回戦敗退

個

人

吉岡(2-5)・柿木(2-3)組

荒木(2-4)・藤原(2-3)組

尾形(2-2)・松本(2-3)組

仲野(2-5)・秋本(2-3)組

塚口　１－２　友が丘(神戸)

兵 庫 県 新 人 大 会 の 結 果

個

人

男　子　1回戦敗退

女　子　1回戦敗退

女　子　2回戦敗退

塚口　１－２　山手(芦屋)


